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中期事業計画（令和４～６年度）実行具体策の進捗状況について
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中
期
事
業
計
画
（
令
和
４
～
６
年
度
）

実
行
具
体
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
全
農
長
野
県
本
部
は
、
中
期
事
業
計
画
の
実
践
に
よ
り
Ｊ
Ａ
支
援
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
子
会
社
と
と
も
に
農
業
所
得
の
増
大
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

Ⅰ
．【
中
期
事
業
計
画
に
お
け
る
基
本
目
標
】
令
和
６
年
９
月
末
時
点
で
の
総
括

そ
の
１
▼
持
続
的
な
農
業
生
産
基
盤
づ
く
り
に
よ
る
農
業
生
産
量
の
維
持
拡
大�

⑴��

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
地
域
実
態
・
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
提
案
と
生
産
拡
大

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
生
産
安
定
に
向
け
た
現
地
指
導
、
栽
培
講
習
会
を
通
じ
て
営
農
指
導
支
援

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

⑵�

気
象
変
動
や
災
害
に
対
応
し
た
施
設
強
化
対
策
と
生
産
安
定
化
に
向
け
た
施
設
化
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
力
不
足
や
生
産
性
向
上
等
課
題
解
決
に
向
け
ス
マ
ー
ト
農
業
・
農
業
Ｄ
Ｘ
化
の
導
入
を

す
す
め
ま
し
た
。

そ
の
２
▼
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化�

⑴�

生
産
コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
に
向
け
、
重
点
卸
売
会
社
・
実
需
者
に
対
し
、
産
地
生
産
実
態
の

理
解
醸
成
を
は
か
り
、
契
約
取
引
の
内
容
精
査
を
踏
ま
え
た
価
格
提
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵�

包
材
や
肥
料
の
コ
ス
ト
抑
制
、
農
機
低
価
格
モ
デ
ル
共
同
購
入
や
県
域
推
奨
型
式
の
重
点
購
買
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
農
業
生
産
用
燃
料
支
援
対
策
の
実
施
に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
の
圧
縮
を
は
か
り
ま

し
た
。

そ
の
３
▼
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収
支
改
善
と
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り�

⑴��

生
産
資
材
物
流
拠
点
の
再
構
築
に
よ
る
効
率
的
な
戸
配
送
物
流
へ
の
対
応
を
す
す
め
ま
し
た
。
ま
た
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
方
式
に
よ
る
事
業
展
開
を
開
始
し
、
地
域
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
の
確

保
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑵�

石
油
・
ガ
ス
・
電
気
を
融
合
し
た
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
展
開
に
よ
る
収
支
改
善
と
体
制
強
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
Ｗ
ｅ
ｂ
化
対
応
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
推
進
に
よ
り
組

合
員
満
足
度
を
高
め
、
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Ⅱ
．【
中
期
事
業
計
画
に
お
け
る
取
り
組
み
の
特
記
事
項
】
令
和
６
年
９
月
末
時
点
で
の

総
括

そ
の
１
▼
担
い
手
推
進
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み�

⑴�

生
産
振
興
提
案
・
購
買
事
業
の
利
用
拡
大
・
系
統
集
荷
量
の
拡
大
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
地
域

の
担
い
手
へ
の
推
進
を
行
い
、
担
い
手
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

⑵�

担
い
手
か
ら
の
要
望
や
課
題
に
対
し
て
は
、
各
事
業
所
と
本
所
３
部
門
で
共
有
、
協
議
す
る
と
と
も

に
、
解
決
案
等
の
具
体
的
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

⑶�

９
月
末
で
の
担
い
手
訪
問
回
数
の
累
計
は
67
回
で
、
訪
問
し
た
担
い
手
件
数
は
58
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

そ
の
２
▼
農
業
生
産
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
状
況�

⑴��

全
体
進
捗

　

�　

関
係
部
署
を
召
集
の
う
え
開
発
進
捗
会
議
を
行
い
、
県
本
部
方
針
や
シ
ス
テ
ム
別
の
開
発
概
要
・

Ｂ
Ｉ
ツ
ー
ル
活
用
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、次
期
中
期
3
ヵ
年
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
（
素

案
）
を
ま
と
め
、
各
Ｊ
Ａ
の
企
画
担
当
役
職
員
と
の
協
議
や
電
算
機
関
会
議
へ
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

⑵��

各
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
状
況

情
報
発
信

全
Ｊ
Ａ
に
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。
あ
い
作
と
の
連
携
お
よ
び
閲
覧
記
録
確
認
機
能
に
よ

り
更
な
る
利
便
性
の
向
上
や
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
へ
の
有
益
な
情
報
の
発
信
に
努
め
、
利
用

拡
大
に
繋
げ
ま
す
。

圃
場
カ
ル
テ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
反
収
向
上
に
向
け
た
利
用
拡
大
を
す
す
め
ま
し
た
。
新
た
な
品
目
と

し
て
高
密
植
り
ん
ご
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
す
す
め
ま
し
た
。
今
後
は
、
あ
い
作
と
の
連

携
開
発
を
す
す
め
ま
す
。

青
果
物
販
売
管
理

予
約
集
計
機
能（
５
月
）
と
出
荷
報
告（
６
月
）
が
稼
働
し
ま
し
た
。
集
荷･

荷
受
機
能

は
10
月
の
テ
ス
ト
稼
働
へ
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
集
出
荷･

分
荷
や
輸
送

管
理
を
含
め
た
機
能
開
発
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

土
壌
診
断

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
効
率
化
の
た
め
に
申
請
お
よ
び
結
果
報
告
の
機
能
を

構
築
し
、
6
月
か
ら
全
Ｊ
Ａ
に
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。

米
穀
出
荷
管
理

出
荷
契
約
の
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
入
力
と
協
同
電
算「
米
穀
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
連
携
機
能

を
構
築
し
、
令
和
６
年
産
米
出
荷
契
約
で
は
４
Ｊ
Ａ
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

肥
料
農
薬

カ
タ
ロ
グ

県
本
部
取
扱
品
目
に
つ
い
て
、
カ
タ
ロ
グ
機
能
を
も
っ
た
商
品
マ
ス
タ
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
の
活
用
や
商
品
情
報
・
画
像
の
一
括
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
の
事
務
作
業
効
率
化
を
は
か
り
ま
す
。
9
月
末
よ
り
全
Ｊ
Ａ

に
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。
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Ⅲ
．
各
事
業
別　
令
和
6
年
9
月
末
進
捗
状
況

【
生
産
振
興
部
】

実
行
具
体
策

6
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
産
地
基
盤
維
持
に
向
け
た
生
産
振
興
の
推
進

⑴�

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
、
担
い
手
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
３
部
連
携
に
よ
る
生

産
・
販
売
支
援

推
進
拡
大
提
案

担
い
手
へ
の
施
設

化
や
栽
培
技
術
の

提
案

果
菜
類
お
よ
び
果
樹
の
栽
培
技
術
提
案
や
品

質
向
上
に
向
け
た
実
証
圃
の
設
置
を
す
す
め

る
。

⑵ 

リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
の
普
及
拡
大

５
２
０
ha

現
地
指
導
の
実
施

生
産
安
定
に
向
け
た
現
地
指
導
を
実
施
し
た
。

引
き
続
き
、
栽
培
講
習
会
等
を
開
催
し
、
課

題
解
決
に
向
け
た
技
術
指
導
を
実
施
す
る
。

⑶�

Ｊ
Ａ
生
産
法
人
と
連
携
し
た
実
証
圃

設
置
や
作
業
受
託
等
地
域
振
興
へ
の

取
り
組
み

4
法
人（
継
続
含
）
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス（
2

法
人
）

ピ
ー
マ
ン（
2
法
人
）

簡
易
施
設
栽
培
、
品
種
試
験
や
新
た
な
栽
培

技
術
の
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
る
。
実
証
結

果
を
踏
ま
え
、
普
及
拡
大
に
向
け
た
提
案
を

行
う
。

２
．
気
象
変
動
に
対
応
し
た
生
産
安
定
化
対
策
と
災
害
対
策
の
推
進

⑴�

リ
ン
ゴ
高
密
植
栽
培
の
ト
レ
リ
ス
強

化
対
策
推
進
と
多
目
的
ネ
ッ
ト
の
普

及
拡
大

ネ
ッ
ト
６
ha

現
地
検
討
4
カ
所

現
地
指
導
実
施

多
目
的
ネ
ッ
ト

9.9 

ha
導
入（
概
算
）

災
害
対
策
と
し
て
ト
レ
リ
ス
の
現
地
実
証
を

県
下
4
か
所
で
実
施
。
ま
た
、
ト
レ
リ
ス
の

コ
ス
ト
低
減
策
と
し
て
輸
入
ト
レ
リ
ス
の
設

置
を
す
す
め
る
。

⑵�

生
産
安
定
に
向
け
た
野
菜
の
施
設
化

推
進

県
下
4
事
例

現
地
検
討
実
施

き
ゅ
う
り（
2
事
例
）

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

ピ
ー
マ
ン（
各
1
事

例
）

果
菜
類
の
モ
デ
ル
圃
場
を
設
置
し
、
実
証
試

験
を
実
施
。
実
証
結
果
を
活
用
し
た
施
設
の

普
及
推
進
を
す
す
め
る
。

⑶�

専
用
農
機
を
活
用
し
た
排
水
対
策
の

実
施

実
演
推
進
5
Ｊ
Ａ

受
託
2
事
例

デ
モ
に
よ
る
実
演

３
Ｊ
Ａ

機
械
貸
出
1
事
例

平
高
畝
成
型
機「
ベ
ッ
ド
マ
イ
ス
タ
ー
」
に

よ
る
「
平
高
畝
栽
培
」
モ
デ
ル
圃
設
置
し
、

生
育
調
査
等
を
実
施
。

ま
た
、
ベ
ッ
ド
マ
イ
ス
タ
ー
を
取
得
し
、
県

下
Ｊ
Ａ
に
貸
出
を
開
始
。

３
．
ス
マ
ー
ト
農
業
、
農
業
Ｄ
Ｘ
化
の
促
進

⑴�

農
業
生
産
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開

発
・
導
入
と
機
能
拡
充

機
能
拡
充

運
用
拡
大

圃
場
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム（
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
）
の
運
用　

４

Ｊ
Ａ

圃
場
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
）

を
４
Ｊ
Ａ
で
活
用
。
ま
た
、
り
ん
ご
高
密
植

栽
培
に
お
い
て
圃
場
カ
ル
テ
の
開
発
を
す
す

め
て
い
る
。

４
．
県
本
部
種
苗
供
給
体
制
の
強
化

⑴�

野
菜
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
優
良
苗
供
給

拡
大

２
０
０
万
本

85
・
４
万
本
供
給

良
品
質
苗
の
安
定
生
産
を
継
続
し
、
次
期
作

に
向
け
て
の
推
進
を
行
う
。

⑵�

リ
ン
ゴ
フ
ェ
ザ
ー
苗
の
生
産
供
給
拡

大（
生
産
振
興
部
生
産
本
数
）

６
万
本

定
植
・
生
育

歩
留
ま
り
向
上
の
た
め
の
生
育
管
理
を
継
続

す
る
。

【
生
産
販
売
部
】

実
行
具
体
策

6
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
生
産
者
手
取
り
最
大
化
に
向
け
た
販
売
力
の
強
化

⑴�

重
点
卸
売
会
社
、
重
点
実
需
者
に
対

す
る
コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁

契
約
取
引
価
格

10
％
以
上

野
菜
７
％
Ｕ
Ｐ

き
の
こ
16
％
Ｕ
Ｐ

果
実
13
％
Ｕ
Ｐ

一
部
未
達
。
取
引
継
続
優
先
し
価
格
据
置
。

次
年
度
取
引
に
向
け
た
商
談
継
続
。

⑵�

業
務
・
加
工
、
輸
出
需
要
に
対
す
る

多
様
な
販
売
・
流
通
手
法
に
よ
る
取

り
組
み
強
化

①
業
務
・
加
工
需
要
へ
の
対
応

②
輸
出
需
要
へ
の
対
応

①
新
規
5
件

②
輸
出
額
22
億
円

①
新
規
3
件
、

　
既
存
拡
大
3
件

②
12
億
円

①�

新
規
取
組
／
業
務
用
ほ
う
れ
ん
草
、
バ
ル

ク
入
白
菜(

八
ヶ
岳
）、
カ
ッ
ト
き
の
こ(

北

信)

　

�

既
存
／
業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
、
Ｇ
Ｌ
レ
タ
ス
、

ア
ス
パ
ラ

②
モ
モ
出
荷
増
、
円
安
基
調
に
よ
り
拡
大

２
．
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
輸
送
体
制
の
確
立

⑴�

継
続
で
き
る
安
定
輸
送
体
制
の
実
現

①�

遠
隔
地
お
よ
び
東
京
・
大
阪
・
名
古

屋
方
面
の
輸
送
課
題
の
改
善

法
令
遵
守
に
よ
る

輸
送
体
制
の
構
築

パ
レ
ッ
ト
運
用
試

験
実
施

①�

レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
運
用
試
験(

モ
モ)

３

Ｊ
Ａ
実
施

②�

リ
ン
ゴ
専
用
パ
レ
ッ
ト
運
用
試
験
１
Ｊ
Ａ

実
施

③�

Ｊ
Ａ
に
よ
る
パ
レ
ッ
ト
へ
の
事
前
積
付
け

取
組
拡
大
実
施
3
か
所（
果
実
、き
の
こ
）

３
．
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
に
よ
る
事
業
効
率
化

⑴�

Ｊ
Ａ
業
務
と
連
動
す
る
販
売
・
購
買

シ
ス
テ
ム
構
築
に
よ
る
情
報
活
用

出
荷
報
告
・
予
約

集
計
シ
ス
テ
ム
稼

働

出
荷
報
告
／
２
Ｊ

Ａ
試
験
運
用

予
約
集
計
／
卸
売

会
社
利
用
率
86
％

利
用
拡
大
に
向
け
た
Ｊ
Ａ
推
進
。

集
出
荷
・
分
荷
機
能
の
開
発
継
続
。

４
．
系
統
集
荷
販
売
力
お
よ
び
収
益
力
の
向
上

⑴�
系
統
未
利
用
・
低
利
用
の
生
産
者
等

に
向
け
た
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
た
生
産
・

販
売
提
案

提
案
の
反
復
に
よ

る
集
荷
量
拡
大

リ
ン
ゴ
大
苗
供
給

先
訪
問
19
件
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
5.4
万

本
定
植

継
続
的
な
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

①
り
ん
ご
下
位
等
級
品
規
格
の
推
進

②�

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
定
植
圃
場
の
巡
回
・
指

導

⑵�

り
ん
ご
三
兄
弟
・
ぶ
ど
う
三
姉
妹
の

販
売
強
化
と
認
知
度
向
上

商
標
を
活
用
し
た

販
促
提
案
と
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用

海
外
で
の
商
標
権

取
得

食
品
メ
ー
カ
ー
と

企
画
開
発
、
海
外

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

商
標
申
請

飲
料
、
菓
子
商
品
開
／
10
件

Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
パ
シ
ャ
フ

ル
）
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
1
万
人

海
外（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
フ
ェ
ア
実
施

2



⑵�

戸
配
送
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
連

動

累
計
２
Ｊ
Ａ

累
計
２
Ｊ
Ａ

南
信
物
流
基
地
再
編
に
伴
い
6
月
よ
り
累
計

２
Ｊ
Ａ
へ
の
デ
ー
タ
連
動
と
な
っ
た
。

５
．
県
域
農
機
整
備
事
業
の
体
制
強
化

⑴�

県
域
整
備
拠
点
に
よ
る
系
統
整
備
体

制
強
化

丸
子
３
２
０
台

堀
金
１
８
０
台

丸
子
２
１
７
台

堀
金
１
７
６
台

北
信
地
区
か
ら
の
受
入
堅
調

農
繁
期
修
理
の
増
加

６
．
農
機
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

⑴�

県
域
推
奨
型
式
設
定
に
よ
る
重
点
購

買

累
計
12
型
式

型
式
選
定
中

11
月
に
推
奨
委
員
会
開
催
予
定

⑵�

中
古
農
業
機
械
の
流
通
促
進

サ
イ
ト
成
約
40
台

サ
イ
ト
成
約

12
台

掲
載
台
数
増
加
に
向
け
、
業
者
買
取
を
実
施

す
る
等
、
玉
確
保
を
す
す
め
る
。

【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

6
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
確
保

⑴�

肉
牛（
枝
肉
）
の
出
荷
頭
数
確
保

６
，
８
０
０
頭

３
，
１
８
７
頭

Ｊ
Ａ
・
関
連
会
社
・
販
社
と
連
携
し
、
補
完

的
生
産
事
業
に
よ
る
頭
数
維
持
を
は
か
る
。

県
本
部
生
産
基
盤
対
策
に
よ
る
素
牛
導
入
を

推
進
し
、
出
荷
頭
数
増
加
を
は
か
る
。

⑵�

肉
豚（
枝
肉
）
の
出
荷
頭
数
確
保

６
０
，
０
０
０
頭

２
７
，
６
５
０
頭

1
農
場
生
産
再
開
と
、
新
規
農
場
か
ら
の
出

荷
開
始（
Ｒ
７
・
２
）
に
よ
る
出
荷
頭
数
確

保
を
は
か
る
。

⑶�

生
乳
の
出
荷
量
確
保

８
１
，
０
０
０
ｔ

３
９
，
３
８
７
ｔ

酪
農
家
戸
数
の
減
少
、
夏
場
の
猛
暑
に
よ
る

乳
量
低
下
の
影
響
あ
り
。
県
本
部
生
産
基
盤

対
策
事
業
の
活
用
に
よ
る
基
盤
維
持
を
す
す

め
る
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化

⑴�

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
生
産
販
売

２
，
６
０
０
頭

１
，
１
１
４
頭

ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
を
更
に
高
め
、
販
売
の

強
化
を
は
か
る
。
輸
出
事
業
者
と
の
取
組
強

化
に
よ
り
、
和
牛
輸
出
頭
数
の
増
加
に
よ
る

有
利
販
売
を
は
か
る
。

⑵�

銘
柄
豚
の
特
色
あ
る
販
売
方
式
の
維

持

10
銘
柄
継
続

10
銘
柄
継
続

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
生
産
販
売
事
業
を
主
軸
と
し
、
お

客
様
・
販
売
先
に
支
持
さ
れ
る
特
色
あ
る
銘

柄
豚
の
継
続
と
有
利
販
売
に
向
け
た
協
議
を

す
す
め
る
。

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

6
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
包
材
の
コ
ス
ト
抑
制
・
需
要
の
結
集

⑴�

低
コ
ス
ト
組
箱
の
普
及
拡
大

累
計
１
５
０
万
箱

累
計
33
万
箱

ぶ
ど
う
お
よ
び
あ
ん
ず
段
ボ
ー
ル
の
低
コ
ス

ト
化
を
実
施
。

北
信
管
内
の
ぶ
ど
う
へ
導
入
に
向
け
て
9
月

に
輸
送
試
験
を
実
施
。
今
後
Ｊ
Ａ
と
検
討
会

を
実
施
す
る
。

⑵�

機
能
性
の
高
い
包
材
の
導
入
・
普
及

累
計
12
規
格

累
計
21
規
格

ぶ
ど
う
お
よ
び
あ
ん
ず
段
ボ
ー
ル
で
特
許
技

術
を
取
り
入
れ
た
組
箱
を
導
入
。

ハ
ク
サ
イ
段
ボ
ー
ル
の
罫
線
割
れ
防
止
の
た

め
に
、
機
能
性
を
持
っ
た
技
術
の
導
入
試
験

を
実
施
し
、
導
入
に
向
け
て
検
討
を
す
す
め

る
。

２
．
低
コ
ス
ト
・
省
力
資
材
の
開
発
、
普
及

⑴�

軽
量
肥
料（
15
㎏
袋
）
の
開
発
・
普

及

1
，
６
０
０
ｔ

５
４
６
ｔ

新
規
に
２
銘
柄
商
品
化
決
定
。
今
後
供
給
を

行
う
銘
柄
に
つ
い
て
準
備
を
す
す
め
る
。

⑵�

Ｂ
Ｂ
指
定
混
合
肥
料
の
普
及
拡
大

累
計
3
銘
柄

1
銘
柄
製
品
化
済

2
銘
柄
試
験
中

試
験
結
果
を
検
証
し
、
製
品
化
の
可
否
を
決

定
す
る
。

３
．
担
い
手
へ
の
提
案
型
推
進

⑴�

わ
た
し
の
肥
料
受
注
推
進

５
，
２
０
０
ｔ

5
，
１
８
５
ｔ

受
注
・
製
造
・
物
流
の
効
率
化
を
す
す
め
る
。

⑵�

担
い
手
直
送
規
格
農
薬
の
普
及
拡
大

５
，
８
０
０
ha

６
，
２
１
３
ha

水
稲
箱
剤
お
よ
び
除
草
剤
の
受
注
拡
大
で
増

加
。
実
績
拡
大
に
向
け
た
推
進
を
引
き
続
き

行
う
。

４
．
シ
ス
テ
ム
構
築
・
連
携
に
よ
る
業
務
効
率
化

⑴�

デ
ー
タ
連
携
取
引
先
拡
大
に
よ
る

バ
ー
コ
ー
ド
受
入
カ
バ
ー
率
の
向
上

70
％

65
％

新
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
で
取
引

先
へ
推
進
を
行
う
。

５
．
Ｊ
Ａ
・
県
本
部
一
体
と
な
っ
た
長
野
米
集
荷
推
進
の
実
施
と
販
売
力
強
化

⑴�

長
野
米
の
集
荷
お
よ
び
実
需
者
販
売

の
強
化

７
５
，
０
０
０
ｔ

６
４
，
６
９
８
ｔ

概
算
金
引
き
上
げ
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た

実
需
者
営
業

3



⑵�

戸
配
送
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
連

動

累
計
２
Ｊ
Ａ

累
計
２
Ｊ
Ａ

南
信
物
流
基
地
再
編
に
伴
い
6
月
よ
り
累
計

２
Ｊ
Ａ
へ
の
デ
ー
タ
連
動
と
な
っ
た
。

５
．
県
域
農
機
整
備
事
業
の
体
制
強
化

⑴�

県
域
整
備
拠
点
に
よ
る
系
統
整
備
体

制
強
化

丸
子
３
２
０
台

堀
金
１
８
０
台

丸
子
２
１
７
台

堀
金
１
７
６
台

北
信
地
区
か
ら
の
受
入
堅
調

農
繁
期
修
理
の
増
加

６
．
農
機
コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み

⑴�

県
域
推
奨
型
式
設
定
に
よ
る
重
点
購

買

累
計
12
型
式

型
式
選
定
中

11
月
に
推
奨
委
員
会
開
催
予
定

⑵�

中
古
農
業
機
械
の
流
通
促
進

サ
イ
ト
成
約
40
台

サ
イ
ト
成
約

12
台

掲
載
台
数
増
加
に
向
け
、
業
者
買
取
を
実
施

す
る
等
、
玉
確
保
を
す
す
め
る
。

【
畜
産
酪
農
部
】

実
行
具
体
策

6
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
生
産
基
盤
の
維
持
確
保

⑴�

肉
牛（
枝
肉
）
の
出
荷
頭
数
確
保

６
，
８
０
０
頭

３
，
１
８
７
頭

Ｊ
Ａ
・
関
連
会
社
・
販
社
と
連
携
し
、
補
完

的
生
産
事
業
に
よ
る
頭
数
維
持
を
は
か
る
。

県
本
部
生
産
基
盤
対
策
に
よ
る
素
牛
導
入
を

推
進
し
、
出
荷
頭
数
増
加
を
は
か
る
。

⑵�

肉
豚（
枝
肉
）
の
出
荷
頭
数
確
保

６
０
，
０
０
０
頭

２
７
，
６
５
０
頭

1
農
場
生
産
再
開
と
、
新
規
農
場
か
ら
の
出

荷
開
始（
Ｒ
７
・
２
）
に
よ
る
出
荷
頭
数
確

保
を
は
か
る
。

⑶�

生
乳
の
出
荷
量
確
保

８
１
，
０
０
０
ｔ

３
９
，
３
８
７
ｔ

酪
農
家
戸
数
の
減
少
、
夏
場
の
猛
暑
に
よ
る

乳
量
低
下
の
影
響
あ
り
。
県
本
部
生
産
基
盤

対
策
事
業
の
活
用
に
よ
る
基
盤
維
持
を
す
す

め
る
。

２
．
信
州
産
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化

⑴�

信
州
プ
レ
ミ
ア
ム
牛
肉
の
生
産
販
売

２
，
６
０
０
頭

１
，
１
１
４
頭

ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
を
更
に
高
め
、
販
売
の

強
化
を
は
か
る
。
輸
出
事
業
者
と
の
取
組
強

化
に
よ
り
、
和
牛
輸
出
頭
数
の
増
加
に
よ
る

有
利
販
売
を
は
か
る
。

⑵�

銘
柄
豚
の
特
色
あ
る
販
売
方
式
の
維

持

10
銘
柄
継
続

10
銘
柄
継
続

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
生
産
販
売
事
業
を
主
軸
と
し
、
お

客
様
・
販
売
先
に
支
持
さ
れ
る
特
色
あ
る
銘

柄
豚
の
継
続
と
有
利
販
売
に
向
け
た
協
議
を

す
す
め
る
。

⑶�
生
乳
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
に

係
る
全
戸
巡
回

２
１
０
戸

１
９
６
戸

全
戸
巡
回
完
了（
廃
業
に
よ
り
１
９
6
戸
へ

減
少
）

３
．
県
本
部
生
産
農
場
の
機
能
発
揮

⑴�

素
子
豚
の
安
定
供
給

２
３
，
０
０
０
頭

９
，
１
６
４
頭

肥
育
事
業
強
化
お
よ
び
県
内
外
へ
の
販
路
拡

大
に
よ
り
生
産
基
盤
維
持
を
は
か
る
。
疾
病

等
に
よ
る
事
故
低
減
を
は
か
る
。

⑵�

生
乳
の
出
荷
量
確
保

１
，
９
０
０
ｔ

１
，
０
４
６
ｔ

飼
養
管
理
徹
底
に
よ
る
乳
量
確
保
が
で
き
て

い
る
こ
と
か
ら
順
調
に
推
移
。

４
．
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

⑴�

県
本
部
生
産
農
場
で
の
実
習
そ
の
他

研
修

４
回
／
年

2
回

八
ヶ
岳
牧
場
お
よ
び
三
岳
牧
場
で
の
若
手
後

継
者
育
成
も
含
め
た
継
続
実
施
。
外
部
講
師

を
招
い
た
実
地
研
修
に
よ
り
職
員
・
Ｊ
Ａ
担

当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
は
か
る
。

５
．
食
肉
処
理
施
設
の
方
向
付
け

⑴�

長
野
県
食
肉
施
設
検
討
会
の
協
議

最
終
候
補
地
お
よ

び
事
業
ス
キ
ー
ム

の
決
定

関
係
各
所
で
の
協

議
継
続

予
定
地
の
住
民
説
明
会
実
施
。
建
設
に
向
け

た
事
業
計
画
の
策
定
・
精
査
を
す
す
め
る
。

【
生
活
部
】

実
行
具
体
策

6
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
方
式
の
拡
充
に
よ
る
体
制
強
化

⑴�

Ｊ
Ａ
合
意
形
成
と
段
階
的
な
事
業
方

式
の
移
行

地
域
ラ
イ
フ
ラ
イ

ンＳ
Ｓ
協
同
経
営

事
業
方
式
開
始

１
Ｊ
Ａ
１
Ｓ
Ｓ
に

よ
る
運
営
開
始

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
協
同
経
営
Ｓ
Ｓ
の
店
頭
業
務

効
率
化
運
営
に
取
組
む
と
と
も
に
、
配
達
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
行
っ
た
。
下
期
は
戸
配
送

業
務
の
効
率
化
運
営
を
す
す
め
る
。

２
．
石
油
取
扱
数
量
の
確
保

⑴�

系
統
結
集
数
量
を
背
景
に
し
た
仕
入

強
化

２
９
１
，
０
０
０
㎘

（
協
経
含
む
）

１
０
５
，
１
１
９
㎘

県
統
一
の
特
別
対
策
実
施
等
に
よ
り
系
統
結

集
を
は
か
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ア
プ

リ
会
員
獲
得
を
す
す
め
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

と
顧
客
固
定
化
に
取
組
ん
だ
。
下
期
は
灯
油

需
要
期
対
策
等
を
実
施
す
る
。

⑵�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
Ｗ
ｅ
ｂ
化
対
応

に
よ
る
顧
客
固
定
化

３
．
Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
販
売
数
量
の
確
保

⑴�

Ｓ
Ｓ
独
自
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
る
来

店
促
進

６
６
，
０
０
０
㎘

３
１
，
１
１
７
㎘

Ｓ
Ｓ
ア
プ
リ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
Ｊ
Ａ
・
Ｓ

Ｓ
独
自
企
画
の
発
信
お
よ
び
販
促
ク
ー
ポ
ン

発
券
に
よ
る
来
店
促
進
実
施
。
下
期
は
Ａ
・

コ
ー
プ
と
の
事
業
連
携
を
５
Ｊ
Ａ
18
Ｓ
Ｓ
に

拡
大
す
る
等
、
Ｊ
Ａ
事
業
と
の
連
携
強
化
を

す
す
め
る
。

⑵�

Ｊ
Ａ
事
業
と
連
携
し
た
供
給
促
進
の

展
開

４
．
ガ
ス
取
扱
数
量
の
確
保

⑴�

Ｊ
Ａ
別
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
践
に
よ

る
小
売
事
業
強
化

１
７
，
０
２
０
ｔ

６
，
３
１
０
ｔ

6
月
お
よ
び
下
期
に
14
Ｊ
Ａ
で
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
検
討
会
を
開
催
し
、
小
売
り
強
化
等
の

行
動
計
画
進
捗
管
理
を
実
施
。
下
期
は
全
Ｊ

Ａ
で
顧
客
と
の
接
点
活
動
の
強
化
に
取
り
組

み
顧
客
防
衛
を
は
か
る
。

⑵�

顧
客
防
衛
に
向
け
た
体
制
整
備
と
接

点
強
化

５
．
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
体
制
の
確
立

⑴�

Ｊ
Ａ
で
ん
き
取
扱
い
の
拡
大

低
圧
供
給

累
計
5
，
0
０
０

戸

低
圧
供
給

累
計
2
，
３
３
９

戸

Ｊ
Ａ
で
ん
き
取
扱
を
9
Ｊ
Ａ
で
展
開
し
、
６

Ｊ
Ａ
が
セ
ッ
ト
割
引
を
実
施
。
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
か
ら
の
情
報
発
信
と
取
扱
拡
大
要
領
を

活
用
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
設
定
に
よ
り
契

約
戸
数
拡
大
を
は
か
る
。

⑵�

灯
油
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
電
気
の
セ
ッ
ト

割
引
導
入

６
．
自
動
車
取
扱
台
数
の
確
保

⑴�

営
農
車
の
台
数
確
保
と
電
動
車
の
取

扱
拡
大

２
，
７
５
０
台

１
，
１
４
９
台

Ｊ
Ａ
サ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
営
農
車
の
Ｐ

Ｒ
実
施
。
下
期
は
Ｊ
Ａ
祭
等
で
の
イ
ベ
ン
ト

と
県
下
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
で
営
農
車

と
電
動
車
の
台
数
拡
大
を
は
か
る
。

７
．
ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
の
拡
大

⑴�

取
扱
商
品
の
拡
充
と
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

た
Ｐ
Ｒ
強
化
に
よ
る
登
録
会
員
の
拡

大

1
，
0
０
０
商
品

２
，
8
０
０
会
員

６
4
０
商
品

2
，
５
９
４
会
員

上
期
に
自
賄
運
営
体
制
を
構
築
。
下
期
か
ら

採
算
販
売
の
取
組
み
を
実
践
し
て
、
更
な
る

事
業
ス
キ
ー
ム
変
更
に
着
手
し
て
い
く
。

【
生
産
購
買
部
】

実
行
具
体
策

6
年
度
計
画

進
捗
状
況

達
成
度
合
い
と
今
後
の
す
す
め
方

１
．
包
材
の
コ
ス
ト
抑
制
・
需
要
の
結
集

⑴�

低
コ
ス
ト
組
箱
の
普
及
拡
大

累
計
１
５
０
万
箱

累
計
33
万
箱

ぶ
ど
う
お
よ
び
あ
ん
ず
段
ボ
ー
ル
の
低
コ
ス

ト
化
を
実
施
。

北
信
管
内
の
ぶ
ど
う
へ
導
入
に
向
け
て
9
月

に
輸
送
試
験
を
実
施
。
今
後
Ｊ
Ａ
と
検
討
会

を
実
施
す
る
。

⑵�

機
能
性
の
高
い
包
材
の
導
入
・
普
及

累
計
12
規
格

累
計
21
規
格

ぶ
ど
う
お
よ
び
あ
ん
ず
段
ボ
ー
ル
で
特
許
技

術
を
取
り
入
れ
た
組
箱
を
導
入
。

ハ
ク
サ
イ
段
ボ
ー
ル
の
罫
線
割
れ
防
止
の
た

め
に
、
機
能
性
を
持
っ
た
技
術
の
導
入
試
験

を
実
施
し
、
導
入
に
向
け
て
検
討
を
す
す
め

る
。

２
．
低
コ
ス
ト
・
省
力
資
材
の
開
発
、
普
及

⑴�

軽
量
肥
料（
15
㎏
袋
）
の
開
発
・
普

及

1
，
６
０
０
ｔ

５
４
６
ｔ

新
規
に
２
銘
柄
商
品
化
決
定
。
今
後
供
給
を

行
う
銘
柄
に
つ
い
て
準
備
を
す
す
め
る
。

⑵�

Ｂ
Ｂ
指
定
混
合
肥
料
の
普
及
拡
大

累
計
3
銘
柄

1
銘
柄
製
品
化
済

2
銘
柄
試
験
中

試
験
結
果
を
検
証
し
、
製
品
化
の
可
否
を
決

定
す
る
。

３
．
担
い
手
へ
の
提
案
型
推
進

⑴�

わ
た
し
の
肥
料
受
注
推
進

５
，
２
０
０
ｔ

5
，
１
８
５
ｔ

受
注
・
製
造
・
物
流
の
効
率
化
を
す
す
め
る
。

⑵�

担
い
手
直
送
規
格
農
薬
の
普
及
拡
大

５
，
８
０
０
ha

６
，
２
１
３
ha

水
稲
箱
剤
お
よ
び
除
草
剤
の
受
注
拡
大
で
増

加
。
実
績
拡
大
に
向
け
た
推
進
を
引
き
続
き

行
う
。

４
．
シ
ス
テ
ム
構
築
・
連
携
に
よ
る
業
務
効
率
化

⑴�

デ
ー
タ
連
携
取
引
先
拡
大
に
よ
る

バ
ー
コ
ー
ド
受
入
カ
バ
ー
率
の
向
上

70
％

65
％

新
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
で
取
引

先
へ
推
進
を
行
う
。
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
10
月
13
日
㈰
、
Ｊ
３
松

本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
ス
ポ
ン

サ
ー
デ
ー
「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
デ
ー
」
を
開
催

ま
し
た
。
県
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
事
業
を

紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
サ
ッ
カ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
運
営
委
員
会
の
神
農
佳
人
会
長

が
「
こ
れ
か
ら
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と
と

も
に
、
地
元
信
州
の
農
業
と
、
地
域
の
誇
り

で
あ
る
松
本
山
雅
を
応
援
し
て
参
り
ま
す
」

と
挨
拶
す
る
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
大
き
な

拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
フ
ァ
ン
パ
ー
ク
で
は
、

「
汁
物
対
決
決
定
戦
」
と
題
し
、「
豚
汁
」「
き

の
こ
汁
」「
き
の
こ
の
ス
ー
プ
カ
リ
ー
」
の

３
種
類
を
5
0
0
杯
ず
つ
用
意
し
、
は
じ
め

に
終
了
し
た
汁
物
を
11
月
16
日
の
ホ
ー
ム
最

終
戦
で
振
る
舞
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。
開
始
時
間
前
か
ら
長
い
列
が
で
き
、

35
分
で
豚
汁
が
、
ほ
か
2
種
類
も
1
時
間
以

内
に
終
了
し
ま
し
た
。
長
野
県
農
協
直
販
㈱

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
「
信
州
発
え
の
き

ヨ
ー
グ
ル
ト
」
1
0
0
0
個
の
サ
ン
プ
リ
ン

グ
は
、1
時
間
ほ
ど
で
終
了
し「
お
い
し
か
っ

た
」「
ど
こ
で
買
え
る
の
？
」
と
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
オ
ー

ト
長
野
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
展
示
と
松
本
山
雅

F
C
の
エ
ン
ブ
レ
ム
な
ど
が
入
っ
た
軽
ト

ラ
ッ
ク
の
注
文
を
受
け
ま
し
た
。
注
文
に
は

至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
詳
細
を
確
認
し
た

り
写
真
を
撮
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
多
く
い
ま
し

た
。「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
お
に
ぎ
り
」
ブ
ー
ス

で
は
、
国
消
国
産
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た

先
着
1
5
0
0
名
に
長
野
県
産
米
の
お
に
ぎ

り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム

内
の
「
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
で
は
、
松
本
山

雅
F
C
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ガ
ン
ズ
く
ん
」
と

一
緒
に
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
た
よ
う
に
見
え

る
写
真
を
撮
影
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
信
州
と
共
催
し
た
小
学
生

を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

元
日
本
代
表
の
武
田
修
宏
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ユ
ー
ス
コ
ー
チ
と

共
に
熱
心
に
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
で
は
「
新
米
」
を
Ｐ
Ｒ
し

た
ほ
か
、
職
員
が
の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
を
持

ち
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
ピ
ッ
チ
を
回

り
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
は
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
ス
ポ
ン

サ
ー
活
動
を
と
お
し
て
多
く
の
皆
様
に
産
地

理
解
を
深
め
、
全
農
長
野
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
長

野
県
組
織
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
し
た
い
、
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で「
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
デ
ー
」武田修宏さんに旬の果実を贈呈

©松本山雅 FC きのこのスープカリーを配る職員
©松本山雅 FC

ハーフタイムに新米のＰＲをする根津副本部長

©松本山雅 FC

対戦チーム「ツエーゲン金沢」のサポーターに
信州の秋の味覚をプレゼント

©松本山雅 FC

全農長野オリジナルＴシャツを着て入場する
エスコートキッズ

©松本山雅 FC
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
9
月
6
日
㈮
、
㈱
長
野
県
食
肉
公
社
で
第
21
回
信
州
ア
ル

プ
ス
牛
枝
肉
共
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
信
州
ア
ル
プ
ス
牛
」
は
、
和
牛
と

乳
用
種
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
「
交
雑
牛
」
で
す
。

　

当
日
は
、
県
内
交
雑
牛
生
産
者
に
よ
り
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
選
り
す
ぐ

り
の
交
雑
牛
25
頭
が
出
品
さ
れ
、
去
勢
で
は
3
等
級
以
上
比
率
80
・
0
％
（
4

等
級
以
上
比
率
20
・
0
％
）、
雌
で
は
3
等
級
以
上
比
率
93
・
3
％
（
4
等
級

以
上
比
率
40
・
0
％
）
と
品
質
に
優
れ
た
共
励
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
J
A
信
州
う
え
だ
の
久
保
田
美
恵
子
さ
ん
、
優
秀
賞
1
席
に

は
J
A
信
州
う
え
だ
の
㈲
小
田
切
牧
場
、
優
秀
賞
2
席
に
は
J
A
佐
久
浅
間
の

鳴
沢
勇
次
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
特
に
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
枝
肉
は

A
4
等
級
B
M
S
6
と
黒
毛
和
種
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
肉
質
で

し
た
。

　

全
農
長
野
畜
産
酪
農

課
は
、
今
後
も
長
野
県

の
肉
牛
事
業
発
展
の
た

め
、
枝
肉
共
励
会
・
研

修
会
等
を
開
催
し
、
生

産
者
の
技
術
向
上
を
図

る
と
共
に
信
州
ア
ル
プ

ス
牛
の
販
路
拡
大
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
野
菜
き
の
こ
課
は
10
月
1
日
㈫
、

長
野
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
の
5
年
生
3
ク
ラ
ス

1
0
1
名
を
対
象
に
、
ハ
ク
サ
イ
と
き
の
こ
を

使
っ
た
食
育
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
の
1
ク

ラ
ス
か
ら
全
ク
ラ
ス
へ
規
模
を
拡
大
し
ま
し
た
。

き
の
こ
類
と
ハ
ク
サ
イ
は
長
野
県
が
生
産
量
全
国

１
位
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
食
べ
る

き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

授
業
で
は
ハ
ク
サ
イ
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
や
え

の
き
た
け
と
ぶ
な
し
め
じ
の
収
穫
体
験
を
行
い
、

児
童
は
栽
培
瓶
か
ら
生
え
て
い
る
き
の
こ
を
珍
し

そ
う
に
眺
め
て
「
力
を
入
れ
な
く
て
も
収
穫
で
き

る
」
と
驚
き
、
楽
し
そ
う
に
収
穫
し
ま
し
た
。
調

理
実
習
で
は
「
え
の
き
た
け
の
株
ス
テ
ー
キ
」
と

「
ハ
ク
サ
イ
と
ツ
ナ
の
サ
ラ
ダ
」
を
調
理
し
、
き

の
こ
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
と
い
う
児
童
も

「
お
い
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

野
菜
き
の
こ
課
で
は
今
後
も
、
幼
少
期
か
ら
野

菜
や
き
の
こ
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

きのこの収穫体験

ハクサイとツナのサラダを調理する児童

第
21
回
信
州
ア
ル
プ
ス
牛

枝
肉
共
励
会

～
最
優
秀
賞
に
J
A
信
州
う
え
だ
久
保
田
美
恵
子
さ
ん
～

小
学
校
で
野
菜
と
き
の
こ
の
食
育
授
業

第21回信州アルプス牛枝肉共励会　入賞者（敬称略）

賞 ＪＡ名 生産者 性別

最優秀賞 信州うえだ 久保田　美恵子 雌

優秀賞1席 信州うえだ ㈲小田切牧場 雌

優秀賞2席 佐久浅間 鳴沢　勇次 雌

優良賞
松本ハイランド 小林　和義 去勢

上伊那 加藤　忠志 雌

共励会成績

種性別 平均枝肉重量 平均単価

交雑牛 去勢 534.0kg 1,548円

交雑牛 雌 496.6kg 1,613円
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き
の
こ
課



　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
中
信
事
業
所
生
産
販
売
課

は
10
月
5
日
㈯
、
全
農
中
信
事
業
所
Ｊ
Ａ
園

芸
事
業
推
進
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
の

事
業
と
し
て
、
本
年
度
２
回
目
の
「
信
州
農

産
物
総
合
宣
伝
会
」
を
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
前
ひ
ろ

ば
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」・
セ
ル
リ
ー
・

新
米
「
こ
し
ひ
か
り
」「
つ
き
あ
か
り
」
の

試
食
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
展
示
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
試
食
し
て
い
た
だ
い
た
方
1
0
0

名
に
農
産
物
詰
め
合
わ
せ
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
産
地
・
農
産
物
へ
の
理
解
醸
成
を

図
り
ま
し
た
。

　

試
食
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
数
と
合
わ
せ
て

1
0
0
食
分
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
、
米
・
リ

ン
ゴ
・
セ
ル
リ
ー
と
も
に
大
好
評
で
、
９
時

か
ら
12
時
の
イ
ベ
ン
ト
時
間
の
半
分
経
過
し

た
時
点
で
試
食
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
も
終
了
し

ま
し
た
。
特
に
セ
ル
リ
ー
は
独
特
な
香
り
に

苦
手
意
識
が
あ
る
方
が
多
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
途
中
で
足
り
な
く
な
り
、
ス
ー
パ
ー
で
追

加
購
入
し
て
振
る
舞
い
ま
し
た
。
お
子
さ
ん

は
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
を
お
か
わ
り
し
、
展
示

し
た
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
配
布
は
女
性
を

中
心
に
喜
ば
れ
、
い
ず
れ
も
「
お
い
し
い
」

「
ど
こ
で
買
え
る
の
？
」「
品
種
は
？
」
と
、

旬
の
農
産
物
に
大
変
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
伝
会
は
「
協
議
会
」
活
動
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
Ｊ
Ａ
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
た

と
こ
ろ
、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
よ
り
２
名

の
職
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に

宣
伝
を
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
・
マ

イ
パ
ー
ル
長
野
・
全
農
長
野
が
協
力
し
、
今

後
の
購
買
に
つ
な
が
る
よ
う
精
一
杯
宣
伝
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
東
京
販
売
事
務
所
は
9

月
21
日
㈯
、
東
京
シ
テ
ィ
青
果
㈱
協
力
の

も
と
、
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
豊
洲
市
場

の
「
千
客
万
来
」
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
、

県
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

旬
の
レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
ハ
ク
サ
イ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、

ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®
、
き
の
こ
の
他
、

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
品
を
販
売
。

都
内
を
は
じ
め
全
国
か
ら
来
た
観
光
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

特
に
人
気
を
集
め
た
の
は
、
え
の
き
た

け
、
ぶ
な
し
め
じ
、
大
粒
な
め
こ
、
エ
リ

ン
ギ
が
入
っ
た
き
の
こ
セ
ッ
ト
で
「
た
く

さ
ん
入
っ
て
お
得
」
と
好
評
で
次
々
に
売

れ
ま
し
た
。
ま
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
で
ナ

ガ
ノ
パ
ー
プ
ル
を
注
文
し
た
」
と
い
う
女

性
は
、
ク
イ
ー
ン
ル
ー
ジ
ュ
®
に
興
味
を

示
し
ま
し
た
。

　

東
京
シ
テ
ィ
青
果
の
担
当
者
は
全
農
長

野
に
出
展
を
依
頼
し
た
理
由
を
「
長
野
県

は
野
菜
や
ブ
ド
ウ
が
旬
。
き
の
こ
は
9
月

に
な
る
と
需
要
が
出
て
く
る
」
と
話
し
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
毎
月
第
3
土
曜

日
に
東
京
都
が
主
催
し
東
京
シ
テ
ィ
青
果

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
販
売
事
務
所
は
今
後
も
、
長
野
県

産
を
知
っ
て
も
ら
い
日
常
の
買
い
物
で
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

信
州
農
産
物
総
合
宣
伝
会
を
開
催

豊
洲
市
場「
千
客
万
来
」で

県
産
を
Ｐ
Ｒ
販
売
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
名
古
屋
販
売
事
務
所
は
10
月

1
日
㈫
、
名
港
フ
ラ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
に
協
力
を

い
た
だ
き
、
名
古
屋
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
＆
フ
ラ

ワ
ー
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
学
院
で
花
育
授
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
信
州
の
花
き
に
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
ア
レ
ン
ジ
技
術
の
研
鑽
を
目

的
に
、
将
来
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
フ

ロ
ー
リ
ス
ト
な
ど
花
の
仕
事
を
目
指
す
学
生
40

名
が
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
産
の
デ
ィ
ス
バ
ッ
ト
マ

ム
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、

ス
タ
ー
チ
ス
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
カ
ス
ミ

草
な
ど
を
使
い
、
花
束
や
ブ
ー
ケ
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

授
業
で
は
、
全
農
長
野
の
職
員
が
長
野
県
全

体
の
花
き
を
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
の
技
術
員
が
信

州
諏
訪
の
花
き
の

栽
培
や
品
目
の
特

性
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

作
品
は
流
行
し

て
い
る
ニ
ュ
ア
ン

ス
系
（
く
す
ん
だ

色
）
の
色
合
い
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て

お
り
学
生
な
ら
で

は
の
多
彩
な
ア
レ
ン
ジ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
製

作
し
た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
名
港
フ
ラ
ワ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
の
展
示
室
で
展
示
し
、
買
参
人
に
人
気

投
票
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
卸
売
市
場
で

の
信
州
の
花
き
の
認
知
度
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
特
に
出
荷
数
量
が
増
え

て
い
る
デ
ィ
ス
バ
ッ
ト
マ
ム
の
品
種
が
豊
富
な

こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
な
り
ま
し
た
。

名
古
屋
の
専
門
学
校
で
花
育
授
業

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
福
岡
販
売
事
務
所
は
、
消
費
宣
伝
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
㈱

魚
国
総
本
社
協
力
の
も
と
、
福
岡
県
内
の
幼
稚
園
で
食
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

7
月
に
実
施
し
た
『
レ
タ
ス
』
の
食
育
で
は
、
長
野
県
産
レ
タ
ス
を
幼
稚
園
に
提

供
し
、
実
際
に
見
た
り
触
れ
た
り
し
な
が
ら
、
生
産
者
に
よ
っ
て
一
つ
ず
つ
収
穫
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
レ
タ
ス
の
栄
養
素
、
切
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
な
ど
を
管
理
栄
養

士
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
の
給
食
に
提
供
さ
れ
た
「
レ
タ
ス
の
中

華
炒
め
」
と
「
レ
タ
ス
ス
ー
プ
」
は
、「
お
い
し
い
！
」
と
何
度
も
お
か
わ
り
す
る

園
児
も
い
ま
し
た
。

　

８
月
に
実
施
し
た
『
ス
イ
カ
』
の
食
育
も
実
際
に
触
っ
た
り
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
持
ち
上
げ
た
り
、
切
っ
た
ら
ど
ん
な
切
り
口
に
な
っ
て
い
る
の
か
ク
イ
ズ
に
答
え

た
り
と
、
ス
イ
カ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
給
食
に
提
供
さ
れ
た
カ
ッ
ト
ス

イ
カ
も
「
甘
く
て
お
い
し
い
！
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

全
農
長
野
福
岡
販
売
事
務
所
で
は
、
食
育
活
動
を
と
お
し
て
長
野
県
産
青
果
物
の

理
解
を
進
め
、
未
来
の
消
費
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
食
育
活
動
を
計
画
し
て
お
り
、

リ
ン
ゴ
や
菌
茸
類
で
の
実
施
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
効
果
の
あ
る
消
費

宣
伝
方
法
を
検
討
し
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

福
岡
県
内
の
幼
稚
園
で
食
育
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
、
10
月
12
日
㈯
に
開
幕
戦
を
迎
え
た

Ｖ
リ
ー
グ
に
参
戦
す
る
「
Ｖ
Ｃ
長
野
ト
ラ
イ
デ
ン
ツ
」
に

県
産
農
畜
産
物
を
提
供
し
、
10
月
8
日
㈫
に
選
手
に
食
事

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

提
供
し
た
の
は
チ
ー
ム
の
拠
点
で
あ
る
南
箕
輪
村
産
の

「
金
芽
米
」
1
0
0
㎏
と
宮
田
村
と
諏
訪
市
で
飼
育
さ
れ

て
い
る
「
駒
ヶ
岳
山
麓
豚
」
5
㎏
。
金
芽
米
は
ふ
っ
く
ら

と
炊
き
上
げ
ら
れ
、
駒
ヶ
岳
山
麓
豚
は
塩
麹
で
漬
け
て
梅

肉
ソ
ー
ス
を
か
け
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
は
さ
っ
ぱ

り
と
焼
き
上
げ
ら
れ
た
駒
ヶ
岳
山
麓
豚
を
お
か
ず
に
大
盛

り
の
金
芽
米
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

全
農
長
野
は
今
年
度
、
Ｖ
Ｃ
長
野
ト
ラ
イ
デ
ン
ツ
と
ス

ポ
ン
サ
ー
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
が
8
月
15
日
の
信
濃
毎
日
新
聞
に
掲
載
し

た
広
告
（
＝
裏
表
紙
）
が
、
第
54
回
信
毎
公
告
賞　

2
0
2
4
年
8
月
の
「
話
題
広
告
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
告
は
、
農
業
生
産
資
材
等
の
価
格
高
騰
が
続
く
状

況
の
中
、
農
業
者
の
所
得
確
保
に
向
け
た
広
報
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
生
産
現
場
等
の
実
情
を
知
っ
て
も
ら
い
価
格
転
嫁

へ
の
理
解
醸
成
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
㈮
に
信
濃
毎
日
新
聞
社
の
林
一
路
営
業
部
長
が

全
農
長
野
を
訪
ね
、
安
武
裕
高
管
理
部
長
に
記
念
の
盾
を
手

渡
し
ま
し
た
。

Ｖ
Ｃ
長
野
ト
ラ
イ
デ
ン
ツ
に
県
産
農
畜

産
物
を
提
供

信
毎
広
告
賞
を
受
賞

安武管理部長（左）と林営業部長（右）
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朝
晩
の
気
温
が
下
が
り
、ひ
と
雨
ご
と

に
秋
も
深
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。本
年
度

は
ひ
さ
か
た
ぶ
り
に
大
き
な
気
象
災
害
に

見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、県
下
農
産
物

は
実
り
の
秋
を
迎
え
て
い
ま
す
。そ
う
し

た
中
、10
月
13
日
Ｊ
３
松
本
山
雅
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム「
信
州
の
秋　

実
り
秋　

山
雅
の

秋　

お
い
し
さ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
Ｊ
Ａ
全
農

長
野
デ
ー
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

J
A
全
農
長
野
デ
ー
は
長
野
県
農
畜

産
物
と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
の
総
合
Ｐ
Ｒ
を
目

的
に
、平
成
22
年
か
ら
取
組
み
を
は
じ
め
、

今
回
で
14
回
目
と
な
り
ま
す
。近
年
は
イ

ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
新
入
会
職
員
を

主
体
的
に
投
入
す
る
こ
と
で
、イ
ベ
ン
ト
運

営
の
経
験
値
を
上
げ
る
と
と
も
に
ワ
ー
ク

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

本
年
度
の
新
卒
入
会
職
員
で
あ
れ
ば
、

14
年
前
は
小
学
校
低
学
年
ぐ
ら
い
で
す
の

で
、県
内
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
な
か
っ
た
事

や
、県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
黎
明
期
を
知
ら

な
い
世
代
で
す
。な
ぜ
県
内
に
プ
ロ
チ
ー

ム
が
必
要
な
の
か
、ま
た
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
地
域
へ
の
経
済
効
果
、当
然
そ
こ
に

は
農
業
も
例
外
で
は
な
い
こ
と
を
理
解

し
、大
学
で
学
ん
だ
地
域
経
済
学
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
を
リ
ア
ル
に
体
験
で
き

る
大
変
に
良
い
機
会
で
す
。

　

実
際
、試
合
当
日
ピ
ッ
チ
ウ
ォ
ー
ク
す

る
新
採
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
は
と
て
も
輝
い

て
い
ま
し
た
。今
後
も
、こ
の
経
験
を
活
か

し
、た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。�

（
I
）

令和６年度9月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

（単位：百万円、％）

編 

集 

後 

記

区分部門 実　績 計画比 前年比

生 産 振 興 課 4 0 0

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 109 93 103 

生 産 振 興 部 計 113 97 107 

米 穀 8,609 108 123 

果 実 花 き 26,049 111 113 

野 菜 き の こ 48,304 97 103 

営 業 8,793 93 107 

生 産 販 売 部 計 91,754 101 108 

包 装 資 材 4,946 101 102 

生 産 資 材 4,738 99 103 

農 業 機 械 3,594 102 106 

施 設 住 宅 2,159 114 39 

生 産 購 買 部 計 15,437 102 84 

畜 産 酪 農 16,334 103 100 

三 岳 牧 場 152 75 107 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 126 80 91 

八 ヶ 岳 牧 場 160 99 114 

畜 産 酪 農 部 計 16,773 103 101 

燃料・ホームエネルギー 11,965 100 100 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 3,870 107 99 

生 活 3,965 102 87 

生 活 部 計 19,801 102 97 

長 野 県 本 部 計 143,878 102 102 
（内部販売高含む）

グリーンレーダー
WEB版はこちら

グリーンレーダー
X（旧ツイッター）
はこちら

＊�ぶなしめじ、エリンギ、えのきたけをレンチンして焼肉のタ
レを混ぜ合わせたユッケ風の一品。きのこだけなのにご
飯もお酒も進む一品に。焼肉のタレを使うことで手軽に
作ることができますよ。

①�ぶなしめじ、えのきたけは石づきを切ってほぐす。エリンギ
は手でざっくりと割く。
②�①を耐熱ボウルに入れふんわりとラップをしたらレンジで3
分加熱し、水気を切る。

③�②と焼肉のタレを混ぜ合わせ、皿に盛ったら卵黄を乗せ、
青ネギを散らし、ラー油を回しかける。

■作り方

■材料（2人分）
・ぶなしめじ � 1/2株
・エリンギ � 2本
・えのきたけ � 1/2株
・卵黄 � 1個分
・青ネギ � 適量
・焼肉のタレ � 大さじ2
・ラー油 � お好みで

きのこユッケ

11月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

11月21日（木）
10:13

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「ラジオカーレポート」 サンふじ

11月22日（金）
9:30

SBC
ラジオ 坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ

長野県
りんごの日
スペシャル

11月24日（日）
10:00

文化
放送 おかしば サンふじ

11月27日（水）
11:50

SBC
ラジオ

坂ちゃんのずくだせえぶりでぃ内
「暮らしの応援団」 果実花き課
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JA 全農長野ホームページ� https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� https://www.ja-town.com
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